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(57)【要約】
【課題】紙葉類搬送装置の搬送通路に整合させて紙葉類
を搬送する。
【解決手段】搬送通路(2)内に回転可能に設けられる摩
擦搬送装置(4)と、摩擦搬送装置(4)を回転駆動する駆動
装置(5)と、摩擦搬送装置(4)に対して紙葉類(1)を押圧
する加重装置(7)とを紙葉類搬送装置の搬送装置(3)に設
ける。球体(6)との接触面を含む２次元平面内で反力を
解消する方向に移動する紙葉類(1)は、自動的に調心さ
れ、搬送通路(2)の長さ方向中心軸に整合する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搬送通路と、
　搬送通路に沿って紙葉類を搬送する搬送装置とを備え、
　搬送装置は、搬送通路内に回転可能に設けられる摩擦搬送装置と、摩擦搬送装置を回転
駆動する駆動装置と、摩擦搬送装置に対して紙葉類を押圧する加重装置とを備え、
　加重装置は、搬送通路に隣接して設けられる保持部と、摩擦搬送装置に接触して自転可
能に保持部内に保持されて摩擦搬送装置との間に紙葉類を挟持する球体とを備えることを
特徴とする紙葉類搬送装置。
【請求項２】
　保持部は、垂直に形成される円筒部と、円筒部に部分的に球面状に形成される内球面と
、内球面を搬送通路に連絡する開口部とを備え、保持部内に保持される球体は、開口部を
通じて搬送通路内に突出する請求項１に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項３】
　搬送通路に沿って搬送される紙葉類は、摩擦搬送装置と球体との間に挟持される請求項
１又は２に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項４】
　球体は、保持部の内球面内で全ての方向に自由に自転し、紙葉類は、球体との接触面か
ら３６０度のどの平面方向にも移動できる請求項２又は３に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項５】
　球体は、摩擦搬送装置又は紙葉類から離間して移動できる請求項１～４の何れか１項に
記載の紙葉類搬送装置。
【請求項６】
　球体は、搬送通路内のどの平面方向への紙葉類の移動にも保持部の内球面内で自転する
請求項１～５の何れか１項に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項７】
　保持部の内球面内で球体が自転しても、紙葉類に対する球体の押圧力は、変化せず、球
体は、紙葉類に接触する全ての球状外面で、摩擦搬送装置に対して一定の押圧力で紙葉類
を押圧する請求項１～６の何れか１項に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項８】
　紙葉類の移動に依存して自由自転する球体の紙葉類に対する摩擦力は、摩擦搬送装置の
紙葉類に対する摩擦力より小さい請求項１～７の何れか１項に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項９】
　球体は、紙葉類に対して球面接触する請求項１～８の何れか１項に記載の紙葉類搬送装
置。
【請求項１０】
　球体は、自重又は弾性体の弾性力により紙葉類に接触する請求項１～９の何れか１項に
記載の紙葉類搬送装置。
【請求項１１】
　搬送通路の底壁に形成する収容室内に摩擦搬送装置を回転可能に配置し、
　搬送通路の頂壁に設けた保持部内に球体を配置した請求項１～１０の何れか１項に記載
の紙葉類搬送装置。
【請求項１２】
　搬送通路の頂壁に形成する収容室内に摩擦搬送装置を回転可能に取付け、
　搬送通路の底壁に設けた保持部内に球体を配置した請求項１～１０の何れか１項に記載
の紙葉類搬送装置。
【請求項１３】
　摩擦搬送装置は、ベルト又はローラである請求項１～１２の何れか１項に記載の紙葉類
搬送装置。
【請求項１４】
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　搬送通路の長さ方向中心軸に対して紙葉類の中心軸が変位して搬送通路内に紙葉類が挿
入されるとき、紙葉類の側縁が接触する少なくとも一対のガイドローラを搬送通路の側壁
に回転可能に取り付けた請求項１～１３の何れか１項に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項１５】
　二対のガイドローラを搬送通路の側壁に回転可能に取り付けた請求項１４に記載の紙葉
類搬送装置。
【請求項１６】
　搬送通路の入口を形成する側壁に先細のテーパ面を形成した請求項１～１５の何れか１
項に記載の紙葉類搬送装置。
【請求項１７】
　搬送通路内に挿入される紙葉類を検出する入口センサを摩擦搬送装置付近に設け、入口
センサが紙葉類を検出したときに検出信号を発生して、検出信号により駆動装置を作動さ
せる請求項１～１６の何れか１項に記載の紙葉類搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搬送通路に整合させて紙幣等の紙葉類を搬送する紙葉類搬送装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　搬送通路の長さ方向の中心軸からずれて又は傾斜して搬送通路に挿入される紙幣を搬送
通路に自動的に整合させる調心装置又はセンタリング装置を備える紙葉類搬送装置は、公
知である。例えば、下記特許文献１は、搬送通路と、搬送通路の側壁に対してほぼ平行に
整列して配置される複数のロータとを備え、各ロータ周りの回転による影響を貨幣媒体に
与えずに、搬送通路の長手方向に貨幣媒体を間欠的に搬送しかつ側壁に対して媒体を整列
させる表面をロータに設ける紙葉類搬送装置を示す。この紙葉類搬送装置では、ロータを
貨幣媒体に間欠的に接触させることにより、貨幣媒体とロータとの接触時に貨幣媒体を搬
送駆動し、貨幣媒体とロータとの非接触時に搬送通路の側壁に接触して蓄積される貨幣媒
体の歪を開放させながら、貨幣媒体を搬送通路に自動的に整合させて、搬送通路に沿って
貨幣媒体を搬送することができる。特許文献１の紙葉類搬送装置では、ロータを貨幣媒体
に間欠的に接触させる機構を必要とし、貨幣媒体に間欠的にロータを接触させるため、ロ
ータの摩耗量が増加して、定期的にロータを交換しなければならない難点がある。
【０００３】
　特許文献２は、駆動ローラと、駆動ローラに対向して配置されかつ平坦部又は切欠部を
形成した受動ローラとを備え、駆動ローラと受動ローラとの間に紙幣を挟持しながら紙幣
を搬送すると共に、受動ローラの回転停止時に、受動ローラの平坦部又は切欠部により受
動ローラと駆動ローラとの間に間隙を形成し、搬送通路内でこの間隙を通じて紙幣を搬送
しかつ搬送通路に調心させる紙幣駆動ローラ装置を示す。特許文献２の紙幣駆動ローラ装
置では、受動ローラの回転を停止する機構を必要とするため、受動ローラを連続的に回転
できず、装置の構造が複雑になる欠陥がある。
【０００４】
　特許文献３は、縦方向に紙幣を受ける細長いスロットと、スロットに協働して設けられ
かつスロットの両側で開放位置と最小幅を形成する幅狭位置との間で共通軸に沿って滑動
する一対の側部押圧部材と、スロット内で紙幣が挿入位置から芯合わせする中心位置に紙
幣を駆動する紙幣駆動装置と、スロットの中心線から両側に均等な間隔で側部押圧部材を
互いに向かって移動する調心モータを有する側部押圧部材駆動装置とを備える紙幣センタ
リング装置を示す。調心モータは、側部押圧部材の内側移動により紙幣の側部に対向しか
つ側部押圧部材を全長さにわたり接触させて、スロット内で紙幣の中心が整合するまで、
側部押圧部材を開放位置から幅狭位置に向かって駆動する。共通軸の片側に配置される側
部押圧部材駆動装置は、側部押圧部材に駆動連結されるねじ駆動部を有し、共通軸に並行
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な第２の軸を有するねじ駆動部は、開放位置と幅狭位置との間で移動中に側部押圧部材を
適正に離間する状態に保持する。特許文献３の紙幣センタリング装置は、側部押圧部材と
、互いに対して進退自在に一対の側部押圧部材を移動する側部押圧部材駆動装置とを必要
とする欠陥がある。
【０００５】
　特許文献４は、互いに長さ方向の異なる複数種類の紙幣を横方向に供給する一つの搬送
路に取込まれる紙幣を搬送する第１搬送部と、第１搬送部により紙幣を搬送する際に紙幣
の両側線より作用し紙幣を中央部に向って寄せる整列手段と、整列手段により中央部に向
って寄せられる紙幣の四つ折り部に配置されて紙幣を読取るために搬送する第２搬送部と
、第２搬送部により読取り搬送される紙幣の四つ折り部以外の部分に配置され紙幣を読取
る読取ヘッドとを備える紙幣整列読取装置を示す。特許文献４は、紙幣の両側線より作用
し紙幣を中央部へ向って寄せる整列手段を必要とするため、部品数が増加し、製造価格を
低減できない難点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第６,７１２,３５６号
【特許文献２】米国特許第６,８６０,４８０号
【特許文献３】米国特許第６,１４９,１５０号
【特許文献４】特開昭５５－１１５８９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　搬送通路内で搬送される紙幣を搬送通路に整合させる前記従来の調心（センタリング）
装置は、構造が複雑なため製造工程が複雑となる上、製造価格を低減することができない
難点がある。本発明は、簡素な構造で搬送通路に沿って搬送される紙葉類を搬送通路に対
して調心できる紙葉類搬送装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による紙葉類搬送装置は、搬送通路(2)と、搬送通路(2)に沿って紙葉類(1)を搬
送する搬送装置(3)とを備える。搬送装置(3)は、搬送通路(2)内に回転可能に設けられる
摩擦搬送装置(4)と、摩擦搬送装置(4)を回転駆動する駆動装置(5)と、摩擦搬送装置(4)に
対して紙葉類(1)を押圧する加重装置(7)とを備える。加重装置(7)は、搬送通路(2)に隣接
して設けられる保持部(8)と、摩擦搬送装置(4)に接触して自転可能に保持部(8)内に保持
されて摩擦搬送装置(4)との間に紙葉類(1)を挟持する球体(6)とを備える。搬送通路(2)の
長さ方向中心軸に対して紙葉類(1)の中心軸が平面上変位し又は傾斜して搬送通路(2)内に
紙葉類(1)が挿入されるとき、摩擦搬送装置(4)と球体(6)との間に挟持される紙葉類(1)の
側縁(1a)は、搬送通路(2)の側壁(13)に当接して、紙葉類(1)が弾性変形すると同時に、初
期の形状に復帰しようとする復元力が紙葉類(1)に発生する。この復元力により、紙葉類(
1)は、側壁(13)から側縁を離間させる方向の反力を発生して、搬送通路(2)の中心軸に整
合する方向に紙葉類(1)が移動する。このとき、紙葉類(1)に接触する球体(6)は、紙葉類(
1)の移動に依存して、どの平面方向でも保持部(8)内で自転するので、紙葉類(1)と球体(6
)との摩擦力は小さく、紙葉類(1)に発生する反力は、球体(6)との摩擦力より大きい。従
って、球体(6)との接触面を含む２次元平面内で反力を解消する方向に移動する紙葉類(1)
は、自動的に調心され、搬送通路(2)の長さ方向中心軸に整合する。
【発明の効果】
【０００９】
　搬送通路に紙葉類を自動的に調心させる紙葉類搬送装置を簡素な構造でかつ安価に製造
でき、搬送通路の奥に設けられる識別センサにより、搬送通路に整合して搬送される紙葉
類を確実に鑑別することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による紙葉類搬送装置の第１の実施の形態による紙幣搬送装置の部分断面
と、紙幣搬送装置に使用する駆動装置を示す搬送通路の長さ方向に沿う断面図
【図２】図１に示す紙幣搬送装置の平面図
【図３】図１に示す球体の中心に沿う紙幣搬送装置の断面図
【図４】図１に示す球体と摩擦搬送装置との接触状態を示す断面図
【図５】傾斜して紙幣を搬送通路に挿入する状態を示す平面図
【図６】図５に示す傾斜状態にある紙幣を搬送通路の奥に僅かに移動した状態を示す平面
図
【図７】図４に示す接触状態の変形例を示す断面図
【図８】本発明による紙葉類搬送装置の第１の実施の形態による紙幣搬送装置の平面図
【図９】図８に示す球体の中心に沿う紙幣搬送装置の断面図
【図１０】図８に示す紙幣搬送装置の長さ方向に沿う断面図
【図１１】図８に示す紙幣搬送装置の搬送通路に傾斜して紙幣を挿入する状態を示す平面
図
【図１２】傾斜する紙幣が摩擦搬送装置により僅かに前方に搬送された状態を示す平面図
【図１３】搬送通路内に紙幣を移動させながら、図１２の状態より僅かに紙幣を整合させ
た状態を示す平面図
【図１４】搬送通路内に紙幣を移動させながら、図１３の状態より僅かに紙幣を整合させ
た状態を示す平面図
【図１５】搬送通路内に紙幣を移動させながら、完全に紙幣を搬送通路に整合させた状態
を示す平面図
【図１６】図１５の状態より更に紙幣を搬送通路内に移動させた状態を示す平面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明による紙葉類搬送装置を紙幣搬送装置に適用した本発明の実施の形態を図１～図
１６について以下説明する。本明細書中に使用する用語「紙葉類」は、紙幣、銀行券、ク
ーポン、貨幣等価のスクリップ又は有価証券等の経済価値を有する全ての書類を意味する
。
【００１２】
　図１～図７は、本発明による紙幣搬送装置の第１の実施の形態を示す。図１に示すよう
に、本発明の紙幣搬送装置は、搬送通路(2)と、搬送通路(2)内に挿入される紙葉類として
紙幣(1)を搬送する搬送装置(3)とを備える。搬送通路(2)は、何れも樹脂製又は金属製の
底壁(11)、頂壁(12)及び側壁(13)により形成される。搬送装置(3)は、搬送通路(2)内に回
転可能に設けられる摩擦搬送装置(4)と、摩擦搬送装置(4)を回転駆動する駆動装置(5)と
、摩擦搬送装置(4)に対して紙幣(1)を押圧する加重装置(7)とを備える。図示の例では、
摩擦搬送装置(4)は、搬送ベルトにより構成されるが、搬送ベルトの代わりに、紙幣(1)に
接触する搬送ローラを使用してもよい。
【００１３】
　加重装置(7)は、搬送通路(2)に隣接して設けられる保持部(8)と、摩擦搬送装置(4)に接
触して自転可能に保持部(8)内に保持されて摩擦搬送装置(4)との間に紙幣(1)を挟持する
球体(6)とを備える。図１及び図３に示すように、摩擦搬送装置(4)は、搬送装置(3)の底
壁(11)に形成される収容室(14)内に回転可能に軸支される。駆動装置(5)は、所望の減速
比を有する動力伝達装置(21)を介して摩擦搬送装置(4)に駆動連結される駆動モータ(20)
を有する。動力伝達装置(21)は、歯車列、ベルト伝動装置又はこれらの組み合わせにより
構成できる。
【００１４】
　搬送通路(2)を形成する搬送装置(3)の頂壁(12)には、球体(6)を配置する保持部(8)が設
けられる。保持部(8)は、垂直に形成される円筒部(8b)と、円筒部(8b)の底部に形成され
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る内球面(8a)と、搬送通路(2)に連絡して内球面(8a)の下端に形成される開口部(8c)とを
有する。球体(6)は、内球面(8a)に接触しかつ内球面(8a)内で全ての方向に自由に転動、
摺動又は滑動、即ち自転できると共に、搬送通路(2)から離間する垂直方向に移動するこ
とができる。球体(6)に紙幣(1)が接触すると、紙幣(1)の移動方向に依存して、球体(6)が
内球面(8a)内で自由に自転するので、摩擦搬送装置(4)と球体(6)との間に挟持される紙幣
(1)は、球体(6)との接触面から３６０度の何れの平面方向にも移動できる。また、球体(6
)は、紙幣(1)に接触する全ての球状外面で自重による一定の押圧力で紙幣(1)を摩擦搬送
装置(4)に対して押圧する。保持部(8)内で転動し摺動する球体(6)は、摺動に比べて紙幣(
1)に対する摩擦力が著しく小さく、下方から球体(6)に外力が加えられると、球体(6)は、
保持部(8)内で上方に移動することができる。
【００１５】
　摩擦搬送装置(4)を構成する搬送ベルトは、樹脂材料により形成され、搬送される紙幣
及び球体(6)に接触する表面に摩擦係数の大きいゴム材料が使用される。摩擦搬送装置(4)
に搬送ローラを使用するとき、搬送ローラの表面に摩擦係数の大きいゴム材料が被覆され
る。球体(6)は、耐食性のステンレス鋼、鉄若しくは鉄合金又は球体(6)を摩擦搬送装置(4
)に向ってばね(15)で押圧する構造では、銅、チタン、アルミニウム等の比較的軽量の金
属若しくはこれらの合金又は耐摩耗性の樹脂材料により形成することができる。
【００１６】
　保持部(8)の開口部(8c)の内径は、球体(6)の外径より小さいため、保持部(8)内に収容
される球体(6)は、落下せずに、保持部(8)内に保持されるが、保持部(8)内で上方には移
動することができる。図４に示すように、球体(6)の底部は、保持部(8)の開口部(8c)を通
じて搬送通路(2)内に下方に突出して、搬送通路(2)内に上方に突出する摩擦搬送装置(4)
に接触すると共に、搬送通路(2)を通り摩擦搬送装置(4)に接触する紙幣(1)にも接触する
。
【００１７】
　搬送通路(2)の入口(16)を形成する側壁(13)には、先細のテーパ面(9)が形成される。搬
送通路(2)内に挿入される紙幣(1)を検出する一対の入口センサ(10)は、摩擦搬送装置(4)
付近で底壁(11)と頂壁(12)に搬送通路(2)を挟んで設けられる。図示しないが、入口セン
サ(10)は、搬送通路(2)内を通過する紙幣(1)による光の遮断を検出する発光素子と受光素
子とを有するホトカプラにより構成される。入口センサ(10)から照射される光の遮断によ
り紙幣(1)の通過を検出すると、入口センサ(10)は、検出信号を発生し、この検出信号を
受信する制御装置（図示せず）駆動装置(5)を作動させるので、摩擦搬送装置(4)が回転さ
れる。このとき、球体(6)は、回転する摩擦搬送装置(4)に球面接触して保持部(8)の内球
面(8a)内で自転すると共に、搬送通路(2)内に挿入される紙幣(1)に球面接触すれば、球体
(6)は、どの平面方向の紙幣(1)の移動にも連動して保持部(8)の内球面(8a)内で自転する
。
【００１８】
　図４に示す実施の形態では、球体(6)は、自重により摩擦搬送装置(4)又は紙幣(1)に接
触するが、保持部(8)の内球面(8a)内で球体(6)が自転しても、摩擦搬送装置(4)及び紙幣(
1)に対する球体(6)の押圧力は、変化しない。また、自由自転する球体(6)の紙幣(1)に対
する摩擦力は、摩擦搬送装置(4)の紙幣(1)に対する摩擦力より小さい。
【００１９】
　搬送通路(2)の長さ方向中心軸に対して紙幣(1)の中心軸が平面上変位し又は傾斜して搬
送通路(2)内に紙幣(1)が挿入されると、摩擦搬送装置(4)と球体(6)との間に挟持される紙
幣(1)の側縁(1a)は、搬送通路(2)の側壁(13)に当接して、紙幣(1)が弾性変形すると同時
に、初期の形状に復帰しようとする復元力が紙幣(1)に発生する。この復元力により、紙
幣(1)は、側壁(13)から側縁(1a)を離間させる方向の反力を発生して、搬送通路(2)の中心
軸に整合する方向に紙幣(1)が移動する。このとき、紙幣(1)に接触する球体(6)は、紙幣(
1)の移動に依存して、どの方向でも保持部(8)内で自転するので、紙幣(1)と球体(6)との
摩擦力は小さく、紙幣(1)に発生する反力は、球体(6)との摩擦力より大きい。従って、球
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に調心され、紙幣(1)の姿勢は、搬送通路(2)の長さ方向中心軸に自動的に整合される。こ
のように、本発明では、搬送通路(2)に紙幣(1)を自動的に調心させる紙幣搬送装置を簡素
な構造でかつ安価に製造することができる。
【００２０】
　図７は、搬送装置(3)の頂壁(12)に摩擦搬送装置(4)を回転可能に取付け、搬送装置(3)
の底壁(11)に保持部(8)を設け、保持部(8)内に球体(6)を配置して、弾性体であるばね(15
)の弾性力により球体(6)を摩擦搬送装置(4)に押圧して、摩擦搬送装置(4)と球体(6)との
間を通過する紙幣(1)に球体(6)を接触させて、球体(6)と摩擦搬送装置(4)とを上下逆転し
て配置する図４の変形例を示す。図７に示す実施の形態では、摩擦搬送装置(4)の下方に
配置される球体(6)の自重が紙幣(1)に作用しないので、所定の弾性力を発生するばね(15)
により球体(6)を上方に押圧することができるが、球体(6)に下方への外力が加えられると
、ばね(15)の弾力に抗して球体(6)は、上方に移動できる。この実施の形態でも、球体(6)
は、紙幣(1)に接触する全ての球状外面で一定の押圧力で紙幣(1)を摩擦搬送装置(4)に対
して押圧し、球体(6)の作用効果は、図１～図６に示すものと同等である。
【００２１】
　図８～図１６は、図１～図７に示す実施の形態の搬送通路(2)の両側壁に２対のガイド
ローラ(22)を対向して回転可能に取り付けた第２の実施の形態を示す。第２の実施の形態
では、紙幣(1)の縁部が嵌合されるＶ字状又はＵ字状の環状溝(23)が各ガイドローラ(22)
の外周部に形成され、搬送通路(2)の側壁(13)は、湾曲形状に形成される。
【００２２】
　図１１～図１６に示すように、搬送通路(2)の長さ方向中心軸に対して紙幣(1)の中心軸
が変位して搬送通路(2)内に紙幣(1)が挿入されるとき、紙幣(1)の側縁は、ガイドローラ(
22)に接触し、各ガイドローラ(22)は、紙幣(1)との接触により回転しながら、搬送通路(2
)に整合するように紙幣(1)の搬送方向を円滑に修正するので、最終的に紙幣(1)は、図１
５及び図１６に示すように、搬送通路(2)に対して容易に調心され、同軸上に配置されて
搬送される。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明は、搬送通路に整合させて紙葉類を搬送する種々の搬送装置に適用することがで
きる。
【符号の説明】
【００２４】
　(1)・・紙幣（紙葉類）、　(1a)・・側縁、　(2)・・搬送通路、　(3)・・搬送装置、
　(4)・・摩擦搬送装置、　(5)・・駆動装置、　(6)・・球体、　(7)・・加重装置、　(8
)・・保持部、　(8a)・・内球面、　(8b)・・円筒部、　(8c)・・開口部、　(9)・・テー
パ面、　(10)・・入口センサ、　(11)・・底壁、　(12)・・頂壁、　(13)・・側壁、　(1
4)・・収容室、　(15)・・ばね、　(16)・・入口、　(20)・・駆動モータ、　(21)・・動
力伝達装置、　(22)・・ガイドローラ、　(23)・・環状溝、
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